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被ばく医療体制の概念図

※　原則としてこの経路とするが、症状に応じてこの経路を経由せず、より上位の
　医療機関に搬送することができる
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県スクリーニング
班長（医師）が必
要性を判断し、
県福祉保健対策
部長（福祉保健
部長）に報告す
る

事業所にて必要
性を判断し、医
療機関に受入
要請する

県緊急時医療本部長(福祉保健部
副部長）が二次被ばく医療の必要性
を判断し、県福祉保健対策部長が
二次医療機関に受入要請する

県福祉保健対策部長が三次被ばく医療
の必要性を県災害対策本部長(県知事）
に報告し、県災害対策本部長が国現地
災害対策本部長(経済産業副大臣）と協
議して、三次医療機関に受入要請と自
衛隊に搬送要請する


